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快挙！科学の甲子園全国大会★全国第４位！
３月16日～19日に「第７回 科学の甲子園全国大会」が埼玉県さいたま市で開催さ

れ，茨城県代表の本校チーム（５年次生８名）が総合成績で全国第４位になり、さいた
ま市長賞と武蔵野銀行賞を受賞しました。第４位は，茨城県過去最高順位になります。
「科学の甲子園全国大会」は，科学好きの裾野を広げるとともに，トップ層のさらな

る学力伸長を目的として，高校生等を対象に平成23年度に創設されました。主催は，
科学技術振興機構（ＪＳＴ）です。今大会には，過去最高の参加校数である698校から
8725名のエントリーがあり，各都道府県の選考を経て選抜された47校，合計361名
の高校生が，科学に関する知識とその活用能力を駆使してさまざまな科学的課題に挑戦
しました。そして，筆記競技と３つの実技競技の得点を加算した総合成績により，順位
が決まりました。掲示用に作成した下の画像で分かるとおり，凄い学校が並んでいます。
昨年12月につくば市で開催された中学生対象の「科学の甲子園ジュニア全国大会」

総合第２位（準優勝）に続く快挙です（ドリーム第308号・第309号参照）。
私は，このような成果に「アクティブ・ラーニング」が関与していると考えています。

選手８名は，大会準備の過程で「主体的・対話的で深い学び」に取り組んでいました。
また，大会当日もチームとして協働して問題に取り組んでいました。


